
今月の掲載記事
予算の執行状況を公表します
えびの市市民表彰者紹介
教育・保育施設利用には申請が必要です
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【
特
集
】実
証
実
験
運
行
の
結
果
を
公
表
し
ま
す 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
実
験
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実証実験運行の結果を公表します

コミュニティバス実証実験
市では、平成25年10月から平成26年9月までの1年間、コミュニティバス
の実証実験運行を行いました。その結果を公表します。

　

市
で
は
、
平
成
25
年
10
月
か
ら
、
平
成
26

年
9
月
ま
で
の
1
年
間
、市
内
西
部
地
域
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
実
験
運
行
を
行

い
ま
し
た
。

　

実
証
実
験
運
行
を
行
っ
た
の
は
、
え
び
の

駅
を
起
点
と
し
て
、京
町
温
泉
駅
を
経
由
し
、

え
び
の
駅
に
戻
っ
て
く
る
西
部
線
と
東
川
北

地
区
、
昌
明
寺
地
区
、
西
内
竪
地
区
を
そ
れ

ぞ
れ
の
起
点
と
す
る
３
つ
の
郊
外
線
（
東
川

北
線
、
昌
明
寺
線
、
西
内
竪
線
）
で
す
。

　

こ
の
実
証
実
験
運
行
は
、
交
通
空
白
地
で

の
移
動
手
段
を
検
討
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
、
西
部
地
域
で
の
利
用

状
況
や
問
題
点
、
課
題
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
東
部
地
域
で
行
っ
た
実
証

実
験
運
行
で
は
、期
間
が
3
か
月
間
と
短
く
、

郊
外
線
は
予
約
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、
利
用

者
が
予
想
以
上
に
少
な
く
、
十
分
な
デ
ー
タ

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
の
実
証
実
験
運
行
で

は
、
期
間
を
1
年
間
と
し
ま
し
た
。

　

運
賃
は
、
西
部
線
、
郊
外
線
と
も
、
ど
こ

で
乗
降
し
て
も
1
回
大
人
２
０
０
円
に
設
定

し
ま
し
た
。
前
回
は
、
予
約
を
し
な
け
れ
ば

利
用
で
き
な
か
っ
た
郊
外
線
を
、
予
約
な
し

で
乗
車
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
は
、
利
用
者
の
意
見
や
要
望
を

受
け
、
ダ
イ
ヤ
の
改
正
、
バ
ス
停
の
追
加
や

位
置
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　

8
月
か
ら
9
月
ま
で
の
2
か
月
間
は
、
西

部
線
の
一
部
区
間
で
フ
リ
ー
乗
降
の
実
証
実

験
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
利
用
者
か
ら

の
、「
バ
ス
停
が
遠
い
」、「
荷
物
を
持
っ
て

移
動
す
る
の
が
大
変
」
な
ど
の
意
見
を
考
慮

し
、
安
全
が
確
保
で
き
る
一
部
区
間
で
自
由

に
乗
降
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　

1
年
間
の
運
賃
収
入
は
45
万
６
６
０
０

円
で
、
実
証
実
験
運
行
に
か
か
っ
た
運

行
委
託
料
は
、
運
賃
収
入
を
差
し
引
い
た

６
２
６
万
４
３
５
４
円
で
し
た
。

　

今
回
の
実
証
実
験
運
行
で
は
、
乗
降
者
数

の
調
査
や
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

西
部
地
域
で
の
運
行
方
法
、
運
賃
、
運
行
回

数
、
運
行
時
間
、
ル
ー
ト
、
バ
ス
停
の
位
置

な
ど
の
問
題
点
、
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。

少
な
か
っ
た
利
用
者

　

昨
年
10
月
か
ら
平
成
26
年
9
月
ま
で
の
1

年
間
の
利
用
状
況
は
、
西
部
線
の
1
便
あ
た

り
の
利
用
者
数
が
、
平
均
1
・
0
人
で
し
た
。

東
川
北
線
は
、
1
便
あ
た
り
平
均
0
・
1
人
。

昌
明
寺
線
は
、
1
便
あ
た
り
平
均
2
・
8
人
。

西
内
竪
線
は
、
1
便
あ
た
り
平
均
1
・
6
人

で
し
た
。

　

予
約
な
し
で
の
運
行
と
し
た
た
め
、
路
線

に
よ
っ
て
は
利
用
者
ゼ
ロ
で
の
運
行
も
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
乗
降
実
証
実
験
で
は
、
区

間
内
で
の
乗
車
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

下
車
は
あ
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
運
行
本

数
や
運
行
時
間
に
つ
い
て
多
く
の
人
が
満
足

ま
た
は
普
通
と
回
答
し
ま
し
た
。
不
満
に
感

じ
て
い
る
人
の
意
見
と
し
て
は
、　

・
バ
ス
停
ま
で
遠
い

・
荷
物
が
あ
る
時
は
、
帰
り
が
少
し
き
つ
い

●コミュニティバス実証実験運行路線図

西部線・郊外線（東川北線、昌明寺線、西内竪線）

[ 東川北線 ]［西部線］
利用人数（延べ） 1,423 人

１日平均（年計） 5.9 人

１便あたり（年計） 1.0 人

利用人数（延べ） 24 人

１日平均（年計） 0.5 人

１便あたり（年計） 0.1 人

[ 昌明寺線 ] [ 西内竪線 ]
利用人数（延べ） 562 人

１日平均（年計） 11.0 人

１便あたり（年計） 2.8 人

利用人数（延べ） 312 人

１日平均（年計） 6.2 人

１便あたり（年計） 1.6 人

東川北線
昌明寺線

西内竪線

西部線

大明司大明司

牧の原牧の原

榎田榎田

東川北東川北

昌明寺昌明寺

岡松岡松

溝ノ口溝ノ口

亀沢亀沢
柳水流柳水流

松原松原

至白鳥

栗下栗下

至人吉市

複数の路線が停車するバス停

えびの駅

真幸駅

京町温泉駅

宮崎自動車道

九
州
自
動
車
道

えびのIC

447
268

221

221

えび
のJCT

平成 25 年度 平成 26 年度

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

西部線 65 96 85 95 92 130 136 114 137 169 156 148

東川北線 0 1 0 5 3 2 3 0 1 5 1 3

昌明寺線 54 50 43 44 42 43 48 44 49 54 46 45

西内竪線 33 34 32 19 19 18 20 32 27 23 24 31

郊外線合計 87 85 75 68 64 63 71 76 77 82 71 79

総計 152 181 160 163 156 193 207 190 214 251 227 227

【月別乗車実績】

【路線別乗車実績】

●月別の利用状況
　西部線は、運行本数、バス停など
が郊外線と比べて多かったため、利
用者数も多くなりました。しかし、
1 便あたりで換算すると、平均で 1
人が乗車している状態という結果に
なりました。
　郊外線では、昌明寺線の利用者が
最も多く、東川北線の利用者が最も
少なくなりました。
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・
バ
ス
停
を
追
加
し
て
ほ
し
い

・
バ
ス
停
で
雨
宿
り
な
ど
が
出
来
な
い

・
時
刻
表
が
わ
か
り
に
く
い

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

よ
り
適
し
た
公
共
交
通
体
系
へ

　

市
で
は
、
平
成
26
年
6
月
に
「
公
共
交
通

に
関
す
る
調
査
」
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
の
外
出
時
の
交
通
手
段
等
を

調
査
し
、
え
び
の
市
に
、
よ
り
適
し
た
公
共

交
通
体
系
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

調
査
は
、
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
で
65

歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯
を
対
象
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
を
、
市
内
の
５
４
１
７
世
帯
に
配
布
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
回
答
を
得
た
の
は
、

２
５
０
１
世
帯
（
回
収
率
：
46
・
2
％
）
で

し
た
。

　

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
運
転
免
許
の
有

無
、
外
出
時
の
移
動
手
段
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
利
用
状
況
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用

状
況
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

免
許
を
持
っ
て
い
な
い
、
返
納
す
る
考
え

の
あ
る
人
が
全
回
答
者
の
33
・
1
％
を
占
め

て
い
ま
す
。「
送
迎
を
頼
め
な
い
こ
と
が
多

い
」、「
自
身
を
含
め
、
世
帯
に
自
動
車
等
が

な
い
」
と
回
答
し
た
人
が
、
全
回
答
者
の

14
・
8
％
で
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
な
い
（
で

き
な
い
）
理
由
で
は
、
全
回
答
者
の
73
・

9
％
の
人
が
、「
自
由
に
外
出
で
き
る
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

　

個
別
の
意
見
で
は
、

・
地
域
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

便
さ
が
違
う

・
乗
降
で
き
る
場
所
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、

利
用
し
づ
ら
い

・
荷
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
時
に
、
家
の
前
ま

で
送
っ
て
ほ
し
い

・
郊
外
線
は
、
午
後
の
便
が
ほ
と
ん
ど
な
く

不
便

・
タ
ク
シ
ー
券
の
配
付
条
件
を
緩
和
し
て
ほ

し
い

・
え
び
の
市
の
土
地
柄
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
よ
り
も
タ
ク
シ
ー
券
を
充
実
さ
せ
た
ほ
う

が
よ
い

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
料
金
を
下
げ
て
、
何
回

で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

公
共
交
通
体
系
の
あ
り
方
を
検
討

　

今
後
、
市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
行
っ
た

実
証
実
験
運
行
の
結
果
と
、
今
回
の
実
証
実

験
運
行
や
公
共
交
通
に
関
す
る
調
査
で
明
ら

か
と
な
っ
た
課
題
を
、「
え
び
の
市
地
域
公

共
交
通
確
保
維
持
協
議
会
」
で
検
証
・
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
検
討
結
果
等
を
も
と
に
、

市
民
や
議
会
の
意
見
を
も
ら
い
な
が
ら
、
え

び
の
市
に
よ
り
適
し
た
公
共
交
通
体
系
の
あ

り
方
を
示
し
た
公
共
交
通
に
関
す
る
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

問
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）　

世帯内の自動車等の使用状況（3,365 人から回答）

コミュニティバスの利用状況（3,365 人から回答）

その他意見等があったら聞かせてください

普段の移動手段は何ですか？（自由に使える自動車等のない 496 人から複数回答）

タクシー
徒歩 / 自転車 / シニアカー
ひとりでの外出は難しい
近くに住んでいる親族の自動車に同乗
バス
外出を控えている（移動手段なし）
友人・知人等の自動車に同乗
病院・福祉施設への送迎車
JR

飯野方面で再び運行をしてほしい
コミュニティバスの午後の本数が少ない
家の近くにバス停（停留所）を作ってほしい
自宅の近くにバス停があり、病院にもバス停があれば利用したい
住んでいる自治会にも運行をしてほしい
運行本数を増やしてほしい
80 歳以上は無料にしてほしい
家族が車を持っていても、仕事の都合などで頼めないことが多い
雨天時や荷物がある時などは、タクシー券に助けられています
バスをやめて福祉タクシー券の発行枚数を増やしてほしい
通院、買い物などにはタクシーのほうが便利

問

問

問

問

公共交通に関する調査　対象者へのアンケート

2,155 人

2,405 人

450 人

221 人

136 人

284 人

177 人

95 人

86 人

79 人

68 人

56 人

51 人

45 人

331 人

210 人

283 人

275 人

264 人

世帯内に自由に使える自動車等がある

利用したことがある

知っているが利用しない

利用したいが利用できない

知らない

無回答

親族等に送迎してもらえる

送迎を頼めないことが多い

世帯内に自動車を持っていない

無回答
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◎水道業務量
（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日）
給水戸数・・・・・・・・・・・　8,677 戸
給水人口・・・・・・・・・・・18,598 人
上半期給水量・・・・・・・・　969,652 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　5,299 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　284.9㍑
普及率・・・・・・・・・・・・・　93.0％

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 357,280,000 154,950,439 154,950,439 43.4

営業収益 328,287,000 154,334,768 154,334,768 47.0

営業外収益 10,732,000 570,841 570,841 5.3

特別利益 18,261,000 44,830 44,830 0.2
収入の営業収益は、水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、預金利息、雑収益など

※収入済額を上回る支出部分は、一時運用金（会計間のやりくり）で対応しています。

【事業収入に関する事項】 ［単位：円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 371,432,000 156,372,353 156,372,353 42.1

営業費用 307,072,000 123,140,597 123,140,597 40.1

営業外費用 22,051,000 11,089,180 11,089,180 50.3

特別損失 41,809,000 22,142,576 22,142,576 53.0

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：円］

支出の営業費用は、浄水費、配水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など

◎借入金残高　10 億 5,873 万 7 千円

■お問い合わせ先：えびの市水道課経営管理係
☎ 35 ‐ 1111（内線 291）

■お問い合わせ先：えびの市立病院
☎ 33 ‐ 1023

◎病院業務量
（平成 26 年４月１日～平成 26 年９月 30 日）
病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 5,773 人
外来患者数・・・・・・・　延べ 16,178 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　31.5 人
外来１日平均・・・・・・・・・　129.4 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 1,093,853,000 418,084,960 418,084,960 38.2

医業収益 762,747,000 353,439,787 353,439,787 46.3

医業外収益 91,458,000 64,645,173 64,645,173 70.7

特別利益 239,648,000 0 0 0.0
収入の医業収益は、入院収益・外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 1,214,789,000 629,993,381 629,993,381 51.9

医業費用 948,767,000 386,089,560 386,089,560 40.7

医業外費用 1,770,000 511,882 511,882 28.9

特別損失 264,052,000 243,391,939 243,391,939 92.2

予備費 200,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：円］

支出の医業費用は、給与費、材料代経費等。医業外経費は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高　2,687 万 4 千円

水 道 事 業 病

一

院

般

事

会

業

計
　
平
成
26
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
平
成
26
年
９
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
１
４
億
９
５
０
２
万
７
千
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
平
成
25
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
が
、

４
５
５
６
万
4
千
円
あ
り
、
合
計
で
１
１
５
億
４
０
５
９
万
1
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、平
成
26
年
９
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、53
億
６
５
６
７
万
8
千
円
で
、

収
入
済
率
46
・
5
％
、
支
出
済
額
は
46
億
48
万
5
千
円
で
支
出
済
率
39
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額

国民健康保険特別会計 3,711,237 1,501,638 3,711,237 1,513,866

介護保険
特別会計

保険事業勘定 3,033,214 1,411,294 3,033,214 1,229,735

介護サービス事業勘定 21,812 9,873 21,812 8,165

後期高齢者医療特別会計 650,621 396,532 650,621 213,247

合　　　計 7,416,884 3,319,337 7,416,884 2,965,013
区　　分 借入金残高 前年同期残高

一般会計 6,951,280 7,019,734

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

1,781,385
611,338（34.3％）

4,120,590
1,917,798（46.5％）

1,233,607

801,804
361,464（45.1％）

739,937
200,271（27.1％）

５億 10 億 15 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

民生費

総務費

教育費

公債費

農林水
産業費

その他

衛生費

土木費

20 億

880,246
275,092（31.3％）

343,296（27.8％）

843,801
323,718（38.4％）

～

予
算
の
執
行
状
況
を

公
表
し
ま
す

■一般会計
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。
■特別会計
特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、介護保険などがこれ
に該当します。

■地方交付税
地方公共団体が等しくその行うべ
き事務を遂行できるよう、一定の
基準により国から交付されるお金
です。
■国庫支出金
国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。
■市債
市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。
■公債費
市債を償還するための経費のこと
です。
■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35 ‐ 1111（内線 381）

用 語 説 明

1,139,221
567,508（49.8％）

歳入

1,523,838
615,289（40.4％）

4,293,170
2,757,105（64.2％）

1,802,126

910,787

790,778

５億10 億15 億

予算現額（千円）
収入済額（千円）

地方
交付税

市税

国庫
支出金

県
支出金

繰越金

その他

市債

繰入金

20 億

821,966
179,004（21.8％）

393,938
393,939（100.0％）

～
1,003,988

388,896（38.7％）

※グラフは、それぞれ平成 25 年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧
　費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金及び負担金、使用料及び
　手数料、財産収入、諸収入などです。

0（0.0％）

0（0.0％）

1,031,445（57.2％）
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平
成
26
年
度
え
び
の
市
市
民
表
彰

式
が
11
月
3
日
、
え
び
の
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
章
者
は
、
地
方
自
治

部
門
、産
業
経
済
部
門
、教
育
・
芸
術
・

体
育
・
文
化
部
門
、
公
共
福
祉
部
門

で
貢
献
さ
れ
て
き
た
5
人
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
章
者
に
村
岡
市

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
村
岡
市
長
は
、「
今
後
も
、

え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
、
ご
指

導
・
ご
助
言
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
章
者
を
代
表
し
て
、
上
谷
川
敏

さ
ん
が
「
表
彰
を
機
に
、
よ
り
一
層

気
を
引
き
締
め
、
え
び
の
市
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
市
民
表
彰
制
度
は
、
昭

和
62
年
度
に
「
市
政
功
労
者
表
彰
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
市
民
表
彰
で
は
、

市
民
に
公
募
を
行
い
、
候
補
者
の
中

か
ら
表
彰
審
議
会
の
審
査
に
よ
り
、

受
章
者
・
団
体
を
決
定
し
た
も
の
で

す
。

問
市
企
画
課
秘
書
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
３
０
２
）

え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
尽
力

○各部門表彰者

地方自治部門

教育・芸術・体育・文化部門

産業経済部門

公共福祉部門

産業経済部門

堀ノ内 千秋さん
［えびの市浦・83 歳］

東蕨 安美さん
［えびの市上江・66 歳］

明石 堯さん
［えびの市東長江浦・88 歳］

上谷川 敏さん
［えびの市栗下・90 歳］

白川 幸美さん
［えびの市岡松・88 歳］

【功績】公民館長をはじめ、
区長・自治会長を歴任。一
人暮らしや高齢者の安全確
保を図るための見守り隊の
発足や災害時の迅速な対応
づくり、ボランティアの組
織を立ち上げるなど、地域
の安心・安全を守るために
尽力された。

【功績】上江小5・6学年児童
に郷土芸能の西上江輪太鼓
踊りの指導を行い郷土芸能
の継承に尽力。また、上江
小5学年児童、上江中1学年
生徒に米づくり体験等をと
おして食の大切さを伝え、
地域に貢献できる子どもの
育成に貢献されている。

【功績】長年にわたり、農
業委員として農業の発展と
農業者の地位の向上に尽力
された。また、この間、小
委員長として地域のよき相
談役となり、農地の流動化
や担い手への農地集積など
をとおして、農業の振興に
大きく貢献された。

【功績】社会福祉法人特別
養護老人ホームの園長とし
て福祉の向上に努められ
た。退職後も地域の奉仕活
動や高齢者クラブ等の各種
役員を歴任されるなど、地
域福祉のリーダーとして、
福祉の増進に寄与されてい
る。

【功績】長年にわたり、農
業委員として農業の発展と
農業者の地位の向上に尽力
された。また、委員会の役
員を歴任され、地域のよき
相談役として、農地の流動
化や担い手への農地集積な
どをとおして、農業の振興
に大きく貢献された。

市民表彰を受けられた皆さん

○受け付けを行う保育所等

※ふじ幼稚園…幼稚園型認定こども園へ移行予定
※真幸保育園、なかよし保育園…幼保連携型認定こども園へ移行予定

平
成
27
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
始
動

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
幼
児
期
の
学
校
教
育

や
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に

推
進
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

（
以
下
「
新
制
度
」）
が
始
ま
り
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園

等
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
教
育
・
保

育
の
必
要
性
の
認
定
が
必
要
で
す
。
認
定
を

受
け
る
場
合
は
、
支
給
認
定
申
請
兼
利
用
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

認
定
に
は
、
保
育
の
必
要
性
の
有
無
と
年

齢
に
応
じ
3
つ
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。
認
定

さ
れ
た
区
分
で
利
用
で
き
る
施
設
が
異
な
り

ま
す
。

【
在
園
中
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
】

　

在
園
中
の
子
ど
も
が
、
継
続
し
て
通
園
す

る
場
合
も
認
定
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
退
園
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
認
定
で
通
園
中
の
施
設
が
変
更
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
利
用
申
込
方
法
】

　

保
育
所
等
の
支
給
認
定
申
請
兼
利
用
申
込

書
は
、
申
込
書
一
式
を
市
福
祉
事
務
所
、
飯

野
・
真
幸
出
張
所
、
市
内
各
認
可
保
育
園
で
、

11
月
10
日
（
月
）
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
所
理
由
等
に
よ
っ
て
は
、
別
途
、

提
出
す
る
書
類
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
込
書
一
式
に
同
封
し
て
あ
る
「
保

育
所
等
利
用
の
ご
案
内
」
を
確
認
し
て
く
だ

■あなたの子育てを応援

保
育
所
・
幼
稚
園
等
の
利
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す

受付日 受付場所 受付時間

12月8日（月） 真幸保育園

午後3時～午後6時

12月9日（火） なかよし保育園

12月10日（水） 加久藤乳児保育園

12月11日（木） 上江保育園

12月12日（金） 加久藤保育園

12月15日（月） 和光保育園

12月16日（火） 飯野保育園

12月17日（水） ふじ幼稚園

さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

12
月
1
日
（
月
）
～
12
月
26
日
（
金
）

※
左
表
の
日
時
で
申
請
に
来
れ
な
い
人
や
新

た
に
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
市
福
祉
事
務

所
で
随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
付
場
所
】

　

左
表
の
施
設
ま
た
は
市
福
祉
事
務
所

問
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
２
６
７
・
２
６
９
）

市では、子育ての負担を少しでも軽減できるよう、さまざまな取り組みを行っています。

□一時保育事業
　保護者の労働、職業訓練、就学などで断続的に児童を保育することができない場合に一時的に、幼稚
園、保育園、認定こども園などが預かります。

【問い合わせ】市福祉事務所子育て支援係 ☎ 35-1111（内線 267・269）

□こんにちは赤ちゃん事業
　保健師、母子保健推進員が乳児のいる全ての家庭を訪問し、健診や赤ちゃん相談などの案内を行います。

【問い合わせ】市福祉事務所子育て支援係 ☎ 35-1111（内線 267・269）

□地域子育て支援センター
　子育ての悩みなどが無料で相談できます。プレイルームなどでは、乳幼児と保護者が自由に遊べ、子
育ての情報交換などができます。

【開設時間】午前 10 時～午後 4 時
【問い合わせ】市地域子育て支援センター（なかよし保育園内） ☎ 37-0008

□ファミリー・サポート・センター
　子育ての支援をしたい人（おたすけ会員）と子育ての援助を受けたい人（お願い会員）が会員となって、
お互いに子育てを助け合う制度です。お願い会員になるためには、入会登録が必要です。登録は無料です。

【問い合わせ】市ファミリーサポートセンター（社会福祉協議会内） ☎ 35-3120

□放課後児童クラブ
　保護者が就労などで昼間家庭にいない小学生を、放課後に預かっています。入会を希望する場合は申
し込みが必要です。

【問い合わせ】市福祉事務所子育て支援係 ☎ 35-1111（内線 267・269）

□子育て悩み相談所
　市では、子育てに関する身近な相談員として家庭相談員を 2 人配置しています。問題を抱えた児童の
保護者と直接会って相談に応じるほか、電話でも対応しています。

【受付時間】午前 9 時～午後 4 時（祝日を除く平日）
【問い合わせ】市子育て相談専用ダイヤル ☎ 35-0732
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コカ・コーラウエスト株式会社えびの工場

左から村岡市長、淵脇大介さん、田中晃さん

気
象
庁
が
火
口
周
辺
警
報
を
発
表

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
え
び
の
工
場
が
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞

硫
黄
山
周
辺
約
1
㎞
内
が
立
入
禁
止

工
場
緑
化
へ
の
取
り
組
み
等
が
評
価

　

市
の
指
定
企
業
「
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ウ
エ
ス
ト
株
式
会
社
え
び
の

工
場
」
が
平
成
26
年
度
緑
化
優

良
工
場
等
経
済
産
業
大
臣
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
同
工
場
は
、
製

造
や
物
流
の
拠
点
だ
け
で
な
く
、

3
万
３
０
０
０
㎡
の
花
畑
や
約

４
０
０
０
坪
の
芝
生
広
場
が
併
設

し
て
あ
り
、
工
場
緑
化
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

花
畑
で
は
、
加
久
藤
小
中
学
生

に
よ
る
ひ
ま
わ
り
の
植
栽
な
ど

が
行
わ
れ
、
四
季
を
通
じ
て
い
ろ

い
ろ
な
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
芝
生
広
場
で
は
、
青

少
年
育
成
の
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
大

会
な
ど
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
工
場
全
体
で
は
、
え
び
の

京
町
温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
さ
わ

や
か
フ
ェ
ス
タ
、
秋
季
観
光
祭
な

ど
が
、
地
域
協
働
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
等
が
全
国
の
工
場
の
モ
デ
ル
に

な
る
と
高
い
評
価
を
得
て
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　

緑
化
優
良
工
場
等
経
済
産
業
大

臣
賞
の
受
賞
は
、
え
び
の
市
で
は

初
め
て
で
す
。

　

緑
化
優
良
工
場
等
経
済
産
業
大

臣
賞
は
、
工
場
立
地
法
の
精
神
を

踏
ま
え
、
工
場
緑
化
を
積
極
的
に

推
進
し
、
工
場
内
外
の
環
境
向
上

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
工
場
等

を
表
彰
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
全

国
で
6
工
場
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
11
月
4
日
、
東
京
都

で
開
催
さ
れ
た
工
場
緑
化
推
進
全

国
大
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。表
彰

を
受
け
、
11
月
11
日
、
同
社
の
田

中
晃
副
社
長
と
同
工
場
の
淵
脇
大

介
工
場
長
ら
3
人
が
市
長
を
訪

問
。受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

県道 1 号は当分の間通行止めです

硫黄山から半径約 1㎞は立入禁止です

　

気
象
庁
は
、
10
月
24
日
、
え
び

の
高
原
の
硫
黄
山
周
辺
で
小
規
模

な
噴
火
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
、
火
口
周
辺
警
報
（
火
口

周
辺
危
険
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
市
で
は
、
情
報
連
絡
本

部
を
設
置
し
、
噴
石
等
が
飛
来
す

る
恐
れ
の
あ
る
硫
黄
山
か
ら
半
径

約
1
㎞
の
範
囲
を
進
入
禁
止
と

し
、一
部
入
山
を
規
制
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
と
市
で
は
、
立
入
禁
止

区
域
に
看
板
を
設
置
し
、
え
び
の

高
原
を
訪
れ
た
人
に
注
意
を
促
し

て
い
ま
す
。

【
県
道
の
通
行
規
制
】

　

小
林
方
面
か
ら
え
び
の
高
原
ま

で
の
宮
崎
県
道
1
号
（
小
林
え
び

の
高
原
牧
園
線
）
は
当
分
の
間
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
。
え
び
の
方

面
か
ら
の
県
道
30
号
（
え
び
の
高

原
小
田
線
）
と
え
び
の
高
原
か
ら

霧
島
方
面
へ
の
県
道
1
号
は
通
行

で
き
ま
す
。

【
登
山
・
池
巡
り
コ
ー
ス
】

　

硫
黄
山
か
ら
韓
国
岳
へ
登
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
え
び
の
高
原

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
前
登
山
口
、
大

浪
池
登
山
口
か
ら
は
登
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
え
び
の
高
原
方
面

へ
の
下
山
で
き
ま
せ
ん
。

　

甑
岳
は
、
市
営
露
天
風
呂
（
休

止
中
）
側
か
ら
の
登
山
は
で
き
ま

せ
ん
。
白
鳥
温
泉
下
湯
か
ら
、
ア

バ
ン
ダ
ン
ト
し
ら
と
り
郷
土
の
森

を
利
用
し
た
場
合
は
、
登
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

池
巡
り
コ
ー
ス
は
、
ル
ー
ト
の

一
部
が
、
硫
黄
山
か
ら
半
径
約
1

㎞
以
内
に
あ
る
た
め
、
現
在
、
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

【
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
】

　

え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
は
、
当
分
の
間
閉
鎖
と
な

り
ま
す
。
公
衆
ト
イ
レ
は
利
用
で

き
ま
す
。
駐
車
場
は
、
足
湯
の
駅

の
駐
車
場
と
旧
え
び
の
高
原
ホ
テ

ル
跡
地
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
正
確
な
情
報
で
安
全
な
登
山
を
】

　

登
山
前
に
は
万
が
一
に
備
え
、

噴
火
情
報
や
風
向
き
等
、
正
確
な

情
報
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.city.ebino.

lg.jp/

）
や
宮
崎
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.pref.
m

iyazaki.lg.jp/

）で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

●
入
山
規
制
に
関
す
る
こ
と

問
市
総
務
課
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
３
１
３
）

市
観
光
商
工
課
観
光
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
３
１
）

●
県
道
に
関
す
る
こ
と

問
宮
崎
県
道
路
保
全
課

☎
0
9
8
5
‐
26
‐
７
１
２
８

●
登
山
道
に
関
す
る
こ
と

問
宮
崎
県
自
然
環
境
課

☎
０
９
８
５
‐
44
‐
２
６
２
４
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CIVIC NEWS
市政ニュース

道の駅えびのに設置されたバス停

　

10
月
1
日
か
ら「
道
の
駅
え
び

の
」で
宮
崎
交
通
株
式
会
社
の
路

線
バ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
と
、
多
く
の
人
に「
道
の

駅
え
び
の
」を
利
用
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
市
が
宮
崎
交
通

株
式
会
社
へ
要
望
し
、
実
現
し
た

も
の
で
す
。　

　
「
道
の
駅
え
び
の
」に
は
、
京
町

方
面
か
ら
8
便
、
小
林
方
面
か
ら

8
便
の
計
16
便
が
1
日
に
乗
り
入

れ
ま
す
。
乗
り
入
れ
時
間
は
、「
道

の
駅
え
び
の
」の
営
業
時
間
内
で

す
。

※
道
の
駅
え
び
の
が
定
休
日
の
場

合
は
停
車
し
ま
せ
ん
。

※
こ
の
路
線
バ
ス
は
、
え
び
の
市

と
小
林
市
を
結
ぶ
重
要
な
公
共
交

通
機
関
の
た
め
、
え
び
の
市
、
小

林
市
、
国
お
よ
び
県
は
、
協
調
し

て
宮
崎
交
通
株
式
会
社
へ
運
行
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
３
３
２
）

路
線
バ
ス
の
利
用
が
可
能
に　

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
道
の
駅
え
び
の

福祉バスは市内外でえびのを PR します

　

市
で
は
、
10
月
20
日
、
老
朽
化

し
て
い
た
福
祉
バ
ス
を
、
市
内
の

風
景
写
真
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
福

祉
バ
ス
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
福
祉
バ

ス
が
市
内
外
を
走
行
す
る
こ
と
で
、

え
び
の
市
の
P
R
を
行
い
ま
す
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
導
入
は
、
え

び
の
市
で
は
初
の
試
み
で
す
。

　

今
回
更
新
し
た
福
祉
バ
ス
は
、

43
人
乗
り
で
す
。
導
入
費
用
は
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
費
用
を
含
め
１
６
３

８
万
5
千
円
で
す
。

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
バ
ス
の
側
面

と
後
部
に
施
し
て
い
ま
す
。
ラ
ッ

ピ
ン
グ
に
使
用
し
た
写
真
は
、
え

び
の
高
原
の
四
季
や
J
R
真
幸

駅
な
ど
13
枚
で
す
。
写
真
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
撮
影
し
ま

し
た
。
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
み
な
ほ
」
も
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
福
祉
バ
ス
は
、
市
内
の
高

齢
者
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
各
種
団

体
の
学
習
や
研
修
等
で
利
用
で
き

ま
す
。

問
市
長
寿
介
護
課
高
齢
者
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
２
５
３
）

市
内
外
で
え
び
の
を
P
R

福
祉
バ
ス
に
観
光
写
真
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ

結果については、市ホームページで閲覧できます

問市企画課政策係☎ 35-1111（内線 322）

　

市
で
は
、
行
政
組
織
内
部
で
の

事
業
に
市
民
目
線
で
の
評
価
を
加

え
検
討
す
る
事
務
事
業
の
外
部
評

価
を
10
月
18
日
、
市
役
所
で
実
施

し
ま
し
た
。
評
価
員
は
、
公
募
で

選
ば
れ
た
市
民
や
大
学
教
授
な
ど

６
人
で
す
。

　

こ
の
外
部
評
価
は
、「
効
率
的
・

効
果
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
推

進
」「
市
民
へ
説
明
す
る
責
任
の
確

保
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

外
部
評
価
で
は
、
評
価
員
が
事

前
に
抽
出
し
た
市
の
自
主
防
災
組

織
育
成
強
化
事
業
な
ど
６
事
業
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
観
光
推
進
協
議
会
補

助
金
事
業
は
、「
拡
充
が
必
要
」の

評
価
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
評
価
員

か
ら
は
、「
旅
館
業
者
、
商
工
会

な
ど
が
提
携
し
て
サ
ー
ビ
ス（
お

も
て
な
し
）の
向
上
を
徹
底
す
べ

き
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
外
部
評
価
の
結
果
は
、

今
後
、
事
務
事
業
の
改
革
・
改
善

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
評
価
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
民
目
線
で
事
業
を
評
価

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に

事業名 判定区分 担当課

農業振興対策費 現行どおり 畜産農政課

公有林整備費 見直しが必要 農林整備課

スポーツ観光推進協議
会補助金事業 拡充が必要 観光商工課

市民提案型自主文化事
業 現行どおり 社会教育課

シルバー人材センター
事業費補助金事業 見直しが必要 長寿介護課

自主防災組織育成強化
事業 現行どおり 総務課

○事務事業外部評価一覧

市
内
で
の
新
築
等
を
支
援

え
び
の
市
住
宅
取
得
定
住
促
進
支
援
金
交
付
事
業

　

市
で
は
、
定
住
を
促
進
す
る
こ

と
で
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
自
己
の
居
住
を
目
的
に

住
宅
を
初
め
て
新
築
ま
た
は
新
規

購
入
す
る
場
合
に
そ
の
経
費
の
一

部
を
2
回
に
分
け
て
交
付
す
る

「
住
宅
取
得
定
住
促
進
支
援
金
交

付
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
金
額
、
交
付
要
件
、
交
付

対
象
者
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　

対
象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら

1
年
以
内
に
必
要
書
類
等
を
そ
ろ

え
、
初
回
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

交
付
申
請
書
の
様
式
等
は
、
市

財
産
管
理
課
窓
口
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.ebino.lg.jp/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他
、
交
付
方
法
・
交
付
申

請
の
時
期
お
よ
び
添
付
書
類
等
の

詳
細
は
、
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
３
・
３
４
４
）

●住宅取得支援金額
支援金額 限度額 交付要件

住宅取得費の 10％
50 万円 市内業者を利用した場合
30 万円 市外業者を利用した場合

※ 住宅取得費に土地代は含まれません。

●加算額
支援金の種類 支援金額 限度額 交付要件

移住加算金 30万円 1世帯
30万円

平成26年4月1日以降
に移住してきた者

住宅取得者子
育て加算金 1人×10万円 20万円 中学生以下の被扶養

者1人につき加算

●交付対象者
①平成26年4月1日以降に住宅を新築または購入し、引き続
き5年以上本市に居住する意志がある者

②市内に他の住宅を有しない者

③2人以上の家族で世帯を構成する者

④居住地の自治会に加入した者

⑤市税等の滞納がない者

⑥火災、事故または公共工事に係る保険金または補償金等
による住宅取得者ではないこと
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10
月
9
日
、
長
江
川
永
山
橋
上

流
河
川
敷
で
「
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
の

放
流
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
川
に
親
し
み
を
持
ち
、

美
し
い
川
を
守
る
と
い
う
意
識
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
、
川
内
川
上

流
漁
業
協
同
組
合
の
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

体
験
に
は
、
加
久
藤
小
学
校
の

４
年
生
35
人
が
参
加
。河
川
敷
の

清
掃
後
、
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
約
１
０

０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

境
田
謙
信
さ
ん
は
、「
こ
の
川

を
ず
っ
と
守
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
1
日
、
え
び
の
市
民
体
育

館
と
そ
の
周
辺
で
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
2
本
の

杖
を
持
っ
て
歩
く
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
ス
ポ
ー

ツ
観
光
推
進
協
議
会
の
主
催
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
内
外
か
ら
の
参
加
者
約
15

人
は
、
館
内
で
基
本
的
な
歩
き
方

を
教
わ
っ
た
後
、
体
育
館
周
辺
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
、
小
林
市
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で
、「
平
成
26
年
交
通

安
全
・
地
域
安
全
・
暴
力
追
放
西
諸

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

に
は
、
西
諸
地
域
の
住
民
な
ど
約

8
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
西
諸
地
域
2
市
1
町

と
各
防
犯
協
会
な
ど
が
協
働
し
て
、

西
諸
地
域
を
交
通
事
故
や
犯
罪
の

な
い
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
に
し

よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
高
齢
者
を
狙
っ
た

悪
質
な
詐
欺
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

講
話
や
交
通
安
全
指
導
員
に
よ
る

寸
劇
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、（
社
）
え
び
の
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
73
人
が
永

山
運
動
公
園
、
八
幡
丘
公
園
、
美
化
セ

ン
タ
ー
付
近
、
真
幸
園
の
草
払
い
と
せ

ん
定
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎
年
10
月

　

10
月
18
日
、
19
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
え
び
の
を
会
場
に
秋
季
え
び
の
観
光

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
観
光
祭
に
は
、

市
内
外
か
ら
約
８
０
０
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

会
場
は
、
６
０
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス

が
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
。
来
場
者
は
、
熱

ウナギの稚魚放流体験

河川環境保全の意識を高める

ノルディックウォーキング体験会

杖を使ったウォーキングを体験

交通安全・地域安全・暴力追放西諸大会

安全で住みよいまちづくり

熟練の技でボランティア

秋のえびのを満喫

シルバー人材センターの日に合わせて

秋季えびの観光祭

の
「
全
国
一
斉
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
普
及
啓
発
月
間
」
に
合
わ
せ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
員
の
福
永
博
栄
さ
ん
は
、「
き
れ

い
に
な
っ
た
施
設
を
利
用
者
に
気
持
ち

よ
く
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

気
球
搭
乗
体
験
や
カ
ヌ
ー
体
験
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
気
球
搭
乗
を
体
験
し
た
鹿
児

島
県
出
水
市
の
平
澤
夏
野
さ
ん
（
小

1
）
は
「
最
初
は
怖
か
っ
た
け
ど
、乗
っ

て
み
る
と
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
介
護
予
防
講
演
会
が
行
わ
れ
、

約
１
２
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
作
業
療
法
士

の
安
本
勝
博
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
域
で
の
介
護
予

防
の
取
り
組
み
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
、
市
の
主
催
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

安
本
さ
ん
は
、「
介
護
予
防
か

ら
始
ま
る
地
域
づ
く
り
」
の
演
題

で
、
介
護
予
防
の
大
切
さ
を
分
か

り
や
す
く
説
明
。
地
域
で
の
介
護

予
防
の
重
要
さ
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。

介護予防講演会

介護予防の大切さを学ぶ
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県
内
唯
一
の
外
装
師

　
「
刀
に
も
個
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
個
性
に
あ
っ

た
サ
ヤ
、
柄
、
ツ
バ
を
考
え
、
作
る
の
が
、
と
て
も
楽

し
い
で
す
」
と
話
す
の
は
、
外
装
師
の
奥
原
勁
士
郎

さ
ん
（
五
日
市
）
で
す
。

　

外
装
師
は
、
日
本
刀
の
サ
ヤ
、
柄
、
ツ
バ
の
修
復

や
デ
ザ
イ
ン
し
た
サ
ヤ
、
柄
、
ツ
バ
を
刀
身
に
取
り

付
け
、
日
本
刀
を
作
り
ま
す
。
奥
原
さ
ん
は
、
五
日

市
に
あ
る
『
サ
ム
ラ
イ
工
房
』
で
父
親
と
二
人
三
脚

で
日
本
刀
の
外
装
の
修
復
・
製
作
に
日
々
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
工
房
で
の
作
業
は
、
全
て
、
お
客
さ
ん

の
発
注
で
行
っ
て
い
ま
す
。宮
崎
県
内
で
活
躍
し
て

い
る
外
装
師
は
、
奥
原
さ
ん
親
子
だ
け
で
す
。

　

日
本
刀
の
外
装
は
、
地
域
に
よ
っ
て
作
り
方
な
ど

が
違
い
、
製
作
に
苦
慮
す
る
そ
う
で
す
。「
お
客
さ
ん

の
要
望
ど
お
り
に
作
る
こ
と
は
本
当
に
難
し
く
、
製

作
の
前
に
は
、
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
」

　

そ
れ
で
も
要
望
に
合
わ
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

「
中
途
半
端
な
も
の
は
渡
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最

高
の
一
品
が
で
き
る
ま
で
作
り
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

納
品
の
時
に
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
時
は
、

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」

刀
に
向
き
合
う
父
の
姿
に
憧
れ
て

　

奥
原
さ
ん
が
、
外
装
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
見
て
き
た
父
の
姿
で
し
た
。

「
刀
に
向
き
合
う
父
の
ま
な
ざ
し
は
、
本
当
に
か
っ

日本刀の魅力を伝えたい

こ
よ
く
、
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
も
父
の
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
、
高
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に
父
に
弟

子
入
り
を
し
ま
し
た
」

　

外
装
師
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
奥
原
さ
ん
は
、
外

装
師
の
技
術
を
一
つ
ひ
と
つ
体
で
覚
え
て
い
き
ま
す
。

「
技
術
は
も
ち
ろ
ん
な
の
で
す
が
、
刀
の
外
装
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
に
は
、
歴
史
の
背
景
、
作
ら
れ
た
年
代

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
歴
史
、
刀
の

歴
史
も
学
ん
で
い
ま
す
」

　

数
あ
る
外
装
の
中
で
も
、
奥
原
さ
ん
が
最
も
得
意

と
す
る
の
は
、
柄
巻
き
だ
そ
う
で
す
。「
柄
巻
き
は
、

正
絹
や
革
で
で
き
た
柄
糸
と
よ
ば
れ
る
ひ
も
を
柄
に

巻
く
作
業
で
す
。き
れ
い
に
柄
糸
が
巻
か
れ
た
柄
は
、

見
て
い
る
だ
け
で
心
が
弾
み
ま
す
」

　

伝
統
工
芸
の
世
界
で
も
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
な

問
題
で
す
。師
で
あ
り
、
父
で
も
あ
る
雄
二
さ
ん
は
、

「
後
継
者
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
技
術
の
習
得

に
は
と
て
も
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。ど
ん
な
に

い
い
作
品
が
で
き
て
も
、
そ
こ
で
満
足
せ
ず
、
常
に

最
高
の
作
品
を
目
指
し
て
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
弟
子
の
成
長
を
見
守
り
ま
す
。

修
行
の
成
果
を
試
し
た
い

　

奥
原
さ
ん
は
、
親
子
二
代
で
築
い
て
き
た
技
術
を

携
え
、
11
月
に
行
わ
れ
る
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

主
催
の
外
装
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
の
柄
前
の
部
に
出
品

し
ま
す
。「
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
す
る
の
は
、
4

年
間
修
行
し
て
き
た
自
分
の
実
力
が
ど
の
く
ら
い
の

位
置
に
あ
る
か
を
知
る
た
め
で
す
。師
か
ら
教
わ
っ

た
す
べ
て
を
出
し
切
り
た
い
で
す
」

　

今
後
の
夢
を
奥
原
さ
ん
は
、「
外
装
師
は
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
も
っ
と
修
行
を
積
み
、
外
装

の
素
晴
ら
し
さ
と
日
本
刀
の
魅
力
を
え
び
の
市
か
ら

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

Profile

おくはら・きょうしろう
／原田／ 22 歳／趣味：
サッカー、フットサル

外
装
師　

奥
原 

勁
士
郎 

さ
ん
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松ノ下さん宅付近から見える霧島連山

松ノ下幸人さん

　

6
月
号
か
ら「
霧
島
七
景
」
と

題
し
、
環
霧
島
圏
域
の「
霧
島
山

絶
景
ポ
イ
ン
ト
」な
ど
を
リ
レ
ー

形
式
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。今
月

は
、曽
於
市
で
す
。

線
対
称
に
見
え
る
高
千
穂
峰

　
「
私
の
自
宅
付
近
か
ら
見
る
霧

島
連
山
が
絶
景
で
す
ね
」
と
話

す
の
は
県
道
2
号
線
沿
い
に
あ
る

直
売
所
「
き
た
ん
市
場
」
理
事
長

の
松
ノ
下
幸
人
さ
ん
（
59
歳
）
で

す
。

　

松
ノ
下
さ
ん
の
自
宅
付
近
か

ら
は
、
霧
島
連
山
（
二
子
石
、
高

千
穂
峰
、
御
鉢
、
中
岳
、
新
燃

岳
、
韓
国
岳
、
大
浪
池
）
が
一
望

で
き
ま
す
。「
こ
こ
か
ら
は
、高
千

穂
峰
が
線
対
称
に
見
え
、
美
し
い

で
す
ね
」

　

特
に
、
松
ノ
下
さ
ん
の
好
き
な

季
節
は
初
夏
だ
そ
う
で
す
。「
山

肌
の
赤
褐
色
と
新
緑
が
織
り
な

す
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
見
て
い
る
と

気
持
ち
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
」

と
目
を
細
め
ま
す
。

　

松
ノ
下
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら

こ
の
場
所
で
霧
島
連
山
を
眺
め
、

そ
の
変
化
を
見
続
け
て
き
ま
し

た
。「
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
美
し

い
景
色
で
す
。
し
か
し
、
昔
に
比

べ
景
色
が
か
す
ん
で
見
え
る
時
が

あ
り
、
少
し
残
念
で
す
」

　
「
い
つ
も
何
気
な
く
こ
の
場
所

か
ら
霧
島
連
山
を
眺
め
て
癒
や

さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
に
描
い
た
よ

う
な
霧
島
は
、
我
が
町
の
自
慢
で

す
ね
」
と
今
も
変
わ
ら
ず
美
し
い

高
千
穂
峰
を
誇
ら
し
く
話
し
ま

す
。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

●酢 　 豚

【紹介者】プロバスクラブの皆さん

コクのある甘酸っぱさが食欲をかきたてる一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.78

レシピ

【材料】（6人分）
豚肩ロース 300g、タマネギ 1個、ピー
マン 1個、赤パプリカ 1個、乾しシ
イタケ 6枚、ニンジン  1/2 本、片栗
粉 適宜、揚げ油 適宜　A：しょう
ゆ 大さじ1/2、酒 小さじ1、塩 少々、
こしょう 少々　B：トマトケチャッ
プ 大さじ5、酢 大さじ4、砂糖 大さ
じ3、酒 大さじ3、濃口しょうゆ 小
さじ2、塩 少々

【作り方】
① 豚 肩 ロ ー ス は ひ と 口 大 に 切 り 、A を 加 え て も み 込 み 、下
味 を つ け る 。
② タ マ ネ ギ 、ピ ー マ ン 、赤 パ プ リ カ 、ニ ン ジ ン を 切 る 。シ
イ タ ケ は 水 で 戻 し 、切 る 。
③ ① に 片 栗 粉 を ま ぶ し 、1 7 0 ℃ に 熱 し た 油 で 揚 げ る 。
④ ② を 1 7 0 ℃ に 熱 し た 油 で サ ッ と 油 通 し す る 。
⑤ フ ラ イ パ ン に B の 調 味 料 を 入 れ て 、ひ と 煮 立 ち さ せ 、③ 、
④ を 加 え 混 ぜ る 。水 溶 き 片 栗 粉 を 加 え る 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
プ

ロ
バ
ス
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
作
っ
た
「
酢
豚
」で
す
。

　

酢
豚
は
、さ
っ
ぱ
り
と
し
た

酢
の
酸
味
と
豚
肉
の
う
ま
味

が
口
の
中
で
絶
妙
に
広
が
る

一
品
で
す
。コ
ク
の
あ
る
甘
酸

っ
ぱ
さ
が
食
欲
を
か
き
た
て

ま
す
。乾
し
シ
イ
タ
ケ
を
入
れ

る
こ
と
で
、乾
し
シ
イ
タ
ケ
の

ダ
シ
が
コ
ク
の
あ
る
甘
酸
っ

ぱ
さ
を
引
き
立
て
ま
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、野
菜

の
食
感
を
残
す
た
め
、野
菜
を

大
き
め
に
切
る
こ
と
で
す
。野

菜
が
小
さ
い
と
、調
味
料
の
味

で
野
菜
本
来
の
味
が
消
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜

は
揚
げ
る
と
縮
ん
で
し
ま
い

ま
す
。切
っ
た
野
菜
が
小
さ
す

ぎ
る
と
食
感
を
損
ね
て
し
ま

い
ま
す
。

飯野中学校家庭教育学級は、
昨年度から飯野小学校の家庭教
育学級と連携し、学級活動を合
同で開催しています。

今年度は、5月に親子体験活動
「いちご摘み」、7月に親子で参

加できる「ヨガ教室」を合同で
開催しました。11月には、「アー
ト作品作り」、12月には「そば打
ち」などを行う予定です。

小・中学校両方に子どもがいる
保護者からは、「子どもを留守番
させなくてすむので参加しやす
い」という話しを聞きます。

小・中学校の先生に毎回参加

してもらうことで、学校の枠を越
えて相談することができます。活
動の場は、先生と保護者が互い
にわかり合うことのできる良い
機会となっています。

家庭教育学級の体験活動は、
家庭での親子の会話を増やすな
ど有意義なものになっています。
保護者にとっては、子どもの成
長にあらためて気付く良い機会
となっています。

これからも、学級生の皆さん
に喜んでもらえる学級活動を工
夫していきたいと思います。
文：飯野中家庭教育学級　藤本 敦さん

家 学庭 教 育 級 信通

7 月に行われた親子で参加できる「ヨガ教室」

5 月に行われた親子体験活動「いちご摘み」
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私
は
、
1
年
2
か
月
前
に
え
び
の
市

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。え
び
の
市
に
は
、

田
ん
ぼ
を
は
じ
め
と
す
る
魅
力
的
な
自

然
の
風
景
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。市

民
で
も
気
づ
か
な
い
え
び
の
市
の
美
し

い
風
景
を
撮
影
し
、
広
く
紹
介
す
る
の

が
私
の
主
な
業
務
で
す
。

　

隊
員
と
し
て
え
び
の
市
で
撮
影
を
始

め
て
か
ら
、
撮
影
し
た
写
真
の
枚
数
は

4
万
枚
近
く
に
な
り
ま
し
た
。撮
っ
た

写
真
は
、
F
a
c
e
b
o
o
k
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
多
く
の
人
が
え
び

の
市
の
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
専
用
サ
イ
ト

「
E
b
i
n
o 

C
o
l
o
r
s
（
え

び
の
カ
ラ
ー
ズ
）」
を
開
設
し
ま
し
た
。

「
E
b
i
n
o 

C
o
l
o
r
s
」
に
掲

載
し
て
あ
る
写
真
は
、
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。
気
軽
に
活
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
旅
行
代
理
店
や
広
告
代
理
店
な
ど

に
は
、
撮
影
し
た
写
真
を
提
供
し
、
え

び
の
市
を
P
R
し
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
が
10
月
に
導
入
し
た
福

祉
バ
ス
に
は
、
私
が
撮
影
し
た
写
真
が

ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。写
真
の

選
定
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
専
門
業
者
と
の
デ

ザ
イ
ン
調
整
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
9
月
6
日
か
ら
約
2
か
月
間
、

え
び
の
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン

タ
ー
で
「
E
b
i
n
o 

C
o
l
o
r
s 

え
び
の
魅
力
発
見
！
」
写
真
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
撮
影
活
動
を
つ
う
じ
て
、
え

び
の
市
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
、
え
び
の
フ
ァ
ン
を

増
や
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

文
：
廣
澤 

順
也
隊
員

地域おこし協力隊の活動紹介

地域おこし活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  b u i l d i n g

写
真
を
活
用
し
て
え
び
の
市
を
P
R

「Ebino Colors えびの魅力発見！」写真展

スクールゾーンの通行許可

風邪などの予防の徹底を

　空気が乾燥するこの季節は、風邪やインフルエン
ザを引き起こすウイルスが空気中に長時間、漂い続
けやすい時期です。風邪やインフルエンザにかから
ないためにも、予防の徹底をお願いします。
　空気中に漂い続けるウイルスを防ぐには、加湿器
などを使い、室内の湿度を 40 ～ 60％の間に保つこ
とが効果的です。
　外出から戻った際は、手洗い・うがいをしっかり
してください。水分補給は喉や鼻の粘膜を潤して、
ウイルスの侵入を防ぐと同時に、侵入したウイルス
をタンや鼻水によって体外に排出する作用を助けま
す。小まめな水分補給もしましょう。

京 町 地 区 の 国 道 2 6 8 号 北 側 の 真 幸 小 学 校 と
真 幸 中 学 校 に 通 じ る 道 路 は 、午 前 7 時 3 0

分 か ら 午 前 8 時 2 0 分 ま で ス ク ー ル ゾ ー ン （ 歩
行 者 専 用 道 路 ）で す 。こ の 時 間 帯 は 、自 転 車 以 外
の 車 両 は 通 行 で き ま せ ん 。
　 ス ク ー ル ゾ ー ン 内 に 住 居 、勤 務 先 が あ る な ど
特 別 な 事 情 で 規 制 時 間 帯 に 通 行 す る 場 合 は 、警
察 署 の 許 可 が 必 要 で す 。警 察 署 で 、通 行 禁 止 場
所 通 行 許 可 の 申 請 を し て く だ さ い 。申 請 に は 、
免 許 証 、自 動 車 検 査 賞 、印 鑑 が 必 要 で す 。
　 ス ク ー ル ゾ ー ン は 、児 童 ・生 徒 の 安 全 確 保 と
地 域 の 平 穏 を 確 保 す る た め の も の で す 。車 両 で
通 行 す る 場 合 は 、申 請 を お 願 い し ま す 。

10月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 6件
救 急 61件 年 計 707件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

10月の交通事故発生状況
人 身 7件 本年累計 81件
物 件 27件 本年累計 277件

契
約
金
額
、
会
社
名
、
担
当
者
な
ど

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
す
べ
て
に
有

効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。３
０
０
０
円
未

満
の
現
金
取
引
や
通
販
販
売
な
ど
解
約

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
の
書
き

方
な
ど
詳
細
は
、
宮
崎
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
か
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支
所

☎
0
9
8
6
‐
24
‐
0
9
9
9

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
２
８
６
）

　
　
　

文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

知
っ
て
い
ま
す
か
。ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
は
、
契
約

し
た
後
、
頭
を
冷
や
し
て
、
冷
静
に
考

え
直
す
時
間
を
消
費
者
に
与
え
、
一
定

期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
な
制
度
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

一
度
契
約
が
成
立
す
る
と
そ
の
契
約

に
拘
束
さ
れ
、
お
互
い
に
契
約
を
守
る

の
が
契
約
の
原
則
で
す
が
、
こ
の
原
則

に
例
外
を
設
け
た
の
が「
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
」
制
度
で
す

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は
必
ず

書
面
で
行
い
ま
す
。は
が
き
な
ど
の
書

面
に
以
下
の
項
目
を
記
入
し
て
、
控
え

の
た
め
に
書
面
の
両
面
を
コ
ピ
ー
に

取
っ
た
上
で
、「
特
定
記
録
郵
便
」
ま
た

は
「
簡
易
書
留
」
な
ど
の
記
録
が
残
る

方
法
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
を
し
て
い
る
場
合
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
と
販
売
会
社
へ
同
時
に
通

知
し
ま
す
。は
が
き
の
コ
ピ
ー
と
郵
便

局
の
受
領
証
は
、
5
年
間
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

【
記
載
事
項
】
契
約
年
月
日
、
商
品
名
、

　

近
年
、
乳
幼
児
の
死
亡
原
因
で
注
目

さ
れ
て
い
る
の
が
、「
不
慮
の
事
故
」
で

す
。

　

不
慮
の
事
故
は
、
日
常
生
活
の
中
で

多
発
し
、
そ
の
半
数
以
上
が
家
庭
内
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、「
コ
ン
セ

ン
ト
に
お
も
ち
ゃ
等
を
差
し
込
み
感

電
し
た
」「
歯
ブ
ラ
シ
を
口
に
く
わ
え

た
ま
ま
転
倒
し
、
口
の
中
に
傷
を
負
っ

た
」「
親
が
数
秒
間
目
を
離
し
た
す
き

に
、
浴
槽
で
溺
れ
た
」
等
、
乳
幼
児
は

好
奇
心
が
強
く
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う

ド
ア
に
工
夫
を
し
て
い
る
」「
階
段
の

あ
る
家
で
転
落
防
止
用
の
柵
を
取
り
付

け
て
い
る
」「
ス
ト
ー
ブ
や
ヒ
ー
タ
ー

を
安
全
柵
で
囲
っ
て
い
る
」
等
の
安
全

対
策
を
し
て
い
る
家
庭
の
割
合
が
低
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
周
り
の
環
境
を
子
ど
も
の

目
線
で
見
直
す
こ
と
が
、
事
故
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。家
庭
の
中
を
も
う

一
度
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。親
や

家
族
が
注
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会

全
体
で
子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
意
識

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
：
中
尾
保
健
師

子
ど
も
を
不
慮
の
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

な
遊
び
方
や
道
具
の
使
い
方
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
頭
が
大
き
い
た
め
バ
ラ
ン

ス
を
失
っ
て
転
び
や
す
い
」「
視
野
が

狭
く
空
間
を
把
握
す
る
力
が
足
り
な

い
」「
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が
苦
手
」
等

の
特
徴
も
あ
り
ま
す
。家
庭
内
で
子
ど

も
を
遊
ば
せ
る
時
に
は
、
注
意
が
必
要

で
す
。

　

市
で
は
、
乳
幼
児
健
診
時
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
子
ど
も
が
1
人
で
開

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
浴
室
の
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移
ろ
い

町
　
石
井
高
子

お
空
の
筋
雲
か
く
れ
ん
ぼ

代
わ
り
に
出
て
来
た
鰯
雲

お
空
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
高
～
く
な
っ
て

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
涼
し
い
秋
の
風

稲
穂
は
重
～
い
と
悲
鳴
を
上
げ
て

支
え
き
れ
ず
に
頭
を
垂
れ
る

樹
々
の
葉
っ
ぱ
は
そ
れ
ぞ
れ
に

思
い
思
い
の
彩
ろ
ま
と
い

こ
の
世
の
別
れ
に
化
粧
す
る

準
じ
て
空
は
な
お
高
く

空
気
は
清
く
澄
み
渡
り

凍
て
つ
く
季
節
に
バ
ト
ン
を
渡
す

遅
植
え
の
へ
ち
ま
は
秋
に
成
り
は
じ
め

吾
は
笑
み
つ
つ
指
折
り
数
ゆ京町

　
小
野
ス
ミ

暦
の
上
で
は
立
冬
と
な
り
、
や
が
て
小
雪
「
寒

さ
の
た
め
に
雨
が
雪
に
な
る
時
期
」
と
な
る
。

近
年
は
気
象
の
変
化
で
目
ま
ぐ
る
し
く
変
る
。

自
家
菜
園
で
好
物
の
へ
ち
ま
が
成
り
は
じ
め
た

の
を
愛
し
む
よ
う
に
数
え
て
お
ら
れ
る
。作
者

の
植
物
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
と
自
身
の
喜
が

よ
く
表
れ
た
素
直
な
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌紅

葉
の
客
足
に
ぶ
る
規
制
か
な

　
　
白
鳥
　
松
山
夢
真

硫
黄
山
の
異
変
に
よ
る
立
ち
入
り
規
制
。六
観

音
御
池
の
紅
葉
が
見
れ
ず
残
念
。（
自
註
）

俳
句詩

この本には、キッチン、洗
濯、掃除、片づけ・収納

など、暮らしに役立つ生活の
知恵が写真などでわかりやす
く紹介されています。
　普段何気にやっている家事
の中で、「こんな方法もあった
んだ」と、新たな家事の方法
を発見できる一冊です。
　この本を参考に、家庭にあ
るさまざまなアイテムを活用
して、家事にかかる時間、お金、
手間を節約してみませんか。

かんたん家事の知恵袋

鈴木 哲／発行人
（講談社）

金修 琳（キ ム・ ス ー リ ン ）
は、韓国ソウルの普通

の家庭に生まれました。2歳
の時に両親が離婚。4歳で親
に捨てられ、6歳になるころ
には聴覚を失ってしまいます。
　そんな彼女が、今では、4
か国語を話すことができ、一
流企業に勤めています。愛娘
の育児にも奮闘しています。
　この本には、金さんが4か
国語を話せるようになった理
由が書かれています。

耳の聞こえない私が
4 カ国語しゃべれる理由

金 修琳／著
（ポプラ社）

月間行事 年末年始休館日（12月28日～ 1月4日）
1 月 休館日
3 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
5 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
6 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
7 日 映写会 10：30 ～　　　
8 月 休館日
9 火 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

10 土 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
13 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
15 月 休館日
17 水 休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
19 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
パンの販売（菜の花堂） 10：00 ～ 11：00

20 土 クリスマスおはなし会 10：30 ～ 11：30
22 月 休館日
27 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

手作り講座『門松づくり』 13：30 ～ 15：00

◎12月のスケジュール

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「フォルトゥナの瞳」　百田尚樹 著　新潮社
○「一人っ子同盟」　重松清 著　新潮社
○「マッサン上」　羽原大介 著　NHK出版
○「税金の知識平成26年度版」　中央経済社
○「はじめて育てる茶花の図鑑」　世界文化社

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

矢
岳
高
原
の
秋
を
満
喫

　

10
月
24
日
、矢
岳
高
原
で「
矢
岳
高
原
観
光
祭
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
で
は
、
体
力
作
り
歩
行
大
会
や
ス
ケ
ッ
チ
大
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。市
内
外
か
ら
の
参
加
者
約

５
０
０
人
は
、
自
然
豊
か
な
矢
岳
高
原
を
満
喫
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
5
年
10
月
号
掲
載
）

田
の
神
さ
あ
音
楽
祭

　

10
月
30
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
田
の
神
さ

あ
音
楽
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
で
は
、
市
内
の
音
楽
団
や
音
楽
愛
好
家
な
ど

２
０
０
人
が
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
市

民
約
５
０
０
人
は
、生
の
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
5
年
10
月
号
掲
載
）

「
ひ
ら
カ
ナ
」
の
ま
ち
が
田
ん
ぼ
に
集
合

　

11
月
6
日
、
7
日
、
湯
田
橋
北
側
の
じ
ょ
い

ふ
る
た
ん
ぼ
会
場
で「
全
国
ひ
ら
カ
ナ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
え
び
の
市
商
業
ま
つ
り
」
と
「
全
国
ひ

ら
カ
ナ
市
町
村
サ
ミ
ッ
ト
え
び
の
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、市
内
外
か
ら
約

３
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
演
芸
大
会
、
花
火
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　
（
平
成
5
年
10
月
号
掲
載
）

１
９
９
3

◎イベント
クリスマスおはなし会
●とき＝12月20日（土）
●時間＝10：30 ～ 11：30
●内容＝おはなし会にサンタさんがやってきます。プレゼ
ントもあります。

手作り講座「門松作り」
●とき＝12月27日（土）
●時間＝13：30 ～ 15：00
●定員＝20人
●参加費＝無料
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【対象】市内在住者で、パソコンの操作や設定で困ってい
る人。

会　場 期　日 時　間

市文化センター 12月1日（月）～ 12月25日（木）
※土日・祝日を除く 午前10時～午後4時

【申込方法】相談期間内に事前に電話で申し込みください。
問市社会教育課社会教育係（文化センター内）
☎35-2268

12月4日から10日は人権週間

　法務省では、毎年12月4日から10日までの1週間を「人
権週間」としています。法務省および全国人権擁護委員
連合会では、期間中、重点目標を「みんなで築こう人権
の世紀～考えよう相手の気持ち育てよう思いやりの心
～」と設定し、人権思想の普及のための啓発活動を展開
しています。
○こんなときは人権擁護委員に相談を
　人権が侵害された、侵害されるおそれがあるとき、い
じめ、体罰、金銭の貸し借り、そのほか家庭内の問題な
どで困っている人は、近くの人権擁護委員または宮崎地
方法務局都城支局、全国共通人権相談ダイヤルへ気軽に
相談ください。相談は無料です。秘密は固く守られます。
○宮崎地方法務局都城支局
　電話での相談を受け付けています。

【相談日】土日・祝日・年末年始を除く月曜日から金曜日
【時間】午前9時～午後4時

○人権相談所（人権行政相談所）
【相談日】毎月第1水曜日 
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市役所本庁2階（2-1会議室）
【えびの市人権相談日】

12月3日、1月7日、2月4日、3月4日　
問宮崎地方法務局都城支局
☎0986-22-0490
問全国共通人権相談ダイヤル
☎0570-003-110
問市総務課人権啓発室
☎35-1111（内線350）

宮崎県障がい者スポーツ大会
出場者募集

　宮崎県障害者スポーツ協会
では、第14回宮崎県障がい者ス
ポーツ大会を開催します。ぜひ、
参加ください。

【開催日】平成27年5月10日（日）
【場所】宮崎県総合運動公園ほ

か
【申込方法】市福祉事務所福祉係に電話で申し込む。
【募集締切】平成27年1月20日（火）
【開催競技】［身体の部］陸上競技、水泳、卓球、アーチェリー、

フライングディスク 
［知的の部］陸上競技、水泳、卓球、フライングディスク、ボ

ウリング
［精神の部］バレーボール、ミニバレーボール、グラウンド・

ゴルフ
申・問市福祉事務所福祉係
☎35-1111（内線266）

農地の借り手になりませんか
農地の借受希望者を募集

　農地中間管理機構では、　高齢農家等から農地を借り
受けて、その農地を集積・集約化して意欲的な農家に貸
し出す取り組みを行っています。3回目の農地借受希望
者の募集を12月10日から行います。
　機構から農地を借り受けたい人は、機構が行う借受希
望者の募集に応募し、借受希望者として登録される必要
があります。応募しないと、機構から農地を借り受ける
ことはできません。

【募集期間】12月10日（水）～ 1月8日（木）
【募集区域】市内全域または市内の区域
【募集対象者】

①「人・農地プラン」に掲載の地域の中心経営体 ②認定
農業者 ③認定就農者 ④集落営農法人 ⑤農業生産法人 な
ど

【応募方法】借受希望申込書を市畜産農政課担い手対策
係に提出してください。
※借受希望申込書は、宮崎県農業振興公社ホームページ

（ http://www.mnk.or.jp/ ）でダウンロードできます。市
畜産農政課担い手対策係にも置いてあります。

【応募時の確認事項】
①借受希望の農用地等の所在地域、種別、面積、農用地
の条件 ②作付けしようとする作物の種別 ③借り受けを
希望する期間 ④借り受けを希望する理由（規模の拡大、
経営農地の集約化、新規参入等） ⑤現在の農業経営状況

（作目ごとの栽培面積等）
【借受希望者の公表】借受希望者として登録された人は、

宮崎県農業振興公社ホームページで公表されます。
【公表の内容】

①氏名または名称 ②借り受けを希望した地区内の農業
者、地区外の農業者、新規参入者の別 ③借り受けを希望
する農用地等の種類、面積 ④借り受けた農用地等に作付
けしようとする作物の種別
※機構に農地を貸したい人は、市畜産農政課担い手対策
係で随時、受け付けています。
申・問市畜産農政課担い手対策係
☎35-1111（内線233・234）

「わけもんの主張」発表者募集

　市選挙管理委員会では、平成27年1月8日に小林市で開
催される「わけもんの主張」西諸県大会の発表者を（１～２
人程度）募集します。

【応募資格】原則として、昭和60年4月2日から平成9年4月1
日までに生まれた市内在住者または出身者。

【テーマ】演題は自由です。「有権者として感じた政治・選挙
について」、「未来の有権者として願う政治・選挙について」、
日ごろ考えていることを自由にお書きください（ 400字詰め
原稿用紙3 ～ 4枚程度）。

【応募先】えびの市選挙管理委員会事務局
〒889-4292 えびの市大字栗下1292番地

【応募締切】12月22日（月）
【その他】応募多数の場合は、審査のうえ発表者を決定し

ます。審査結果は12月26日（金）までに本人に通知します。
上位入賞者は、平成27年1月31日（土）に宮崎市で開催され
る県大会で西諸県支会代表として発表します。
申・問市選挙管理委員会事務局
☎35-1111（内線421）

メールアドレス：senkan@city.ebino.lg.jp

えびの市生涯学習講座
「パソコン教室」参加者募集
■第6回パソコン初級講座
　スイッチの入れ方、パソコン
の終わり方、マウスの動かし
方、キーボード入力、ファイル
操作、インターネット検索など
を学習します。

【対象】市内在住で、各会場の
講座に参加できる人。

会　　場 期　　日
飯野地区コミュニティセンター 1月9日、16日、19日、26日
市文化センター 1月6日、13日、20日、27日
真幸地区コミュニティセンター 1月7日、14日、21日、28日

【時間】午後1時30分～午後3時30分
■第5回パソコン中級講座
　パソコンで、ハガキ文章、DVD、新聞の作成を学習します。

【対象】市内在住で、パソコンの基本操作ができる人。
内　　容 会　　場 期　　日

ハガキ文章作成
飯野地区コミュニティセンター 1月16日（金）
市文化センター 1月13日（火）
真幸地区コミュニティセンター 1月14日（水）

DVD作成
飯野地区コミュニティセンター 1月19日（月）
市文化センター 1月20日（火）
真幸地区コミュニティセンター 1月21日（水）

新聞作成
飯野地区コミュニティセンター 1月26日（月）
市文化センター 1月27日（火）
真幸地区コミュニティセンター 1月28日（水）

【時間】午前10時～正午
■共通事項

【定員】1会場4人
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課に電話で申し込みください。
【申込期限】

講　　座 締切期日
パソコン初級講座 12月22日（月）
パソコン中級講座（ハガキ文章作成） 1月5日（月）
パソコン中級講座（ DVD作成） 1月13日（火）
パソコン中級講座（新聞作成） 1月19日（月）

■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコン持
ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
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日 本 刀 の 外 装 を 作 って い る、奥 原さん の 取 材 に 行 っ
ていきました 。日本刀を手 に 取り、作 業 をする 奥 原

さん の目は、真 剣そのもの。話しを聞く中で見せる奥 原さ
ん の 笑 顔もとてもすてきでした 。（ 平 松 ）

人　口 20,092人（ -2人）

男性／ 9,413人（ +2人）　女性／ 10,679人（－4人）

転入／ 38人　転出／ 31人
出生／ 10人　死亡／ 19人

世帯数 8,957世帯（ +6世帯）
（平成26年11月1日現在）

E
d
ito

r's

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 11 月8 日 か ら11 月16 日 ま で 歴
史 民 俗 資 料 館 で 行 わ れて い る「 社
団えび の」写 真 展 。

国民健康保険税 第5期
後期高齢者医療保険料 第5期
12月1日（金）までに納めましょう。

12月21日は宮崎県知事選挙

　12月21日（日）は宮崎県知事選挙の投票日です。投票
所入場券（ハガキ式）は、１人につき１枚届きます。投票
所へは投票所入場券を持参ください。

【投票日】12月21日（日）
【場所】入場券で指定された投票所
【投票時間】午前7時～午後6時

■期日前投票
　投票日当日不在等で投票できない人は、期日前投票が
できます。

【期間】12月5日（金）～ 12月20日（土）
※土・日曜も期日前投票ができます。

【時間】午前8時30分～午後8時
【場所】市役所本庁1階1-1会議室（北側ATM横）
申・問市選挙管理委員会事務局
☎35-1111（内線422）

利用ください
悩みごと無料相談会

　成年後見ネットワーク西諸では、「悩みごと無料相談会」
を開催します。
　身寄りがなく、財産管理や福祉サービスなど「どのよう
にしたらよいか分からない」、「障害のある家族の将来が心
配」、「悪徳商法や借金で悩んでいる」などの悩みに司法書
士、社会福祉士、地域包括支援センター職員などが直接相
談に応じます。ぜひ、利用ください。

【日時】12月3日（水）午後2時30分～午後5時30分
【場所】小林市文化会館
【費用】無料
【申込方法】事前に予約が必要です。小林市福祉課に電話

で申し込みください。
【その他】相談の際に話した情報が漏れることは一切あり

ません。
申・問小林市福祉課
☎23-0111

ご利用ください。高齢者交流プラザ

　平成26年4月13日に飯野地区コミュニティセンター横
にオープンした高齢者交流プラザは、高齢者の健康増進
や交流の場として利用できる施設です。娯楽講座室、カ
ラオケルーム、運動トレーニング室などがあります。会
議や研修、仲間との会話を楽しむ場として、気軽に利用
ください。

【開館時間】午前9時～午後5時
【休館日】土日、祝日、年末年始（12月29日～ 1月3日）
【利用料】無料　
【対象者】60歳以上の市内在住者

※利用する場合は、事前予約が必要です。
問市長寿介護課高齢者係
☎35-1111（内線253）
問高齢者交流プラザ
☎33-0984

公募委員候補者を募集

　市では、市で設置する審議会等の公募委員となる候補
者をあらかじめ募集し、候補者名簿を作成しています。
　候補者は、申し込み後2年間名簿に登載されます。市で
の審議会等の委員を選考するときに連絡をします。
　これまでの経験や知識を市政に役立ててみたい、委員
として会議に参加して自分の意見を述べてみたいという
人は、ぜひ、申し込みください。

【参考】平成27年10月ごろまでに委員の選考が行われる
予定の審議会

分野 審議会名 任期 所管課
企画 自治推進委員会 2年 企画課
保健衛生 国民健康保険運営協議会 2年 健康保険課
保健衛生 介護保険運営協議会 3年 長寿介護課

その他 ぷらいど21市民団体活動助成金審査
委員会 2年 市民協働課

【応募要件】①委員に応募しようとする日現在で18歳以
上の人 ②市内に在住、在勤または在学をしている人 ③
本市の市政運営等に積極的な参画を希望する人

【申込方法】専用の申込書に必要事項を記入のうえ、市財
政課行政経営係か申込書のある窓口へ直接提出してくだ
さい。郵送、電子メールでも受け付けます。
　申込書は、本庁（ 1階 市民環境課、3階 財政課）、飯野・
真幸出張所、市民図書館に置いてあります。市ホームペー
ジ（ http://www.city.ebino.lg.jp/ ）からもダウンロード
できます。
　申し込みの際は、希望する審議会をあらかじめ指定す
ることはできません。希望する分野（登録区分）を指定
してください。（複数指定可）

【分野】総務・財政・企画・福祉・保健衛生・観光商工・建設・
産業・教育・その他

【申込期限】期限はありません。随時、申し込みできます。

申・問市財政課行政経営係
☎35-1111（内線383）
メールアドレス：zaisei@city.ebino.lg.jp

参加しませんか。6次産業相談会

　西諸県農業改良普及センターでは、6次産業化相談会
を行っています。
　6次産業化について知りたい農林漁業者や農業法人な
どは、ぜひ、参加ください。

【相談日】毎月第１水曜日
【時間】午前10時～午後3時
【場所】西諸県農業改良普及センター
【対象】農林漁業者や農業法人など
【申込方法】相談は予約制です。希望する人は、事前に電

話で申し込みください。
申・問西諸県農業改良普及センター
☎23-5105

見学できます
大相撲「武蔵川部屋」合宿

　大相撲「武蔵川部屋」が、九州場所終了後に、えびの市
で合宿を行います。相撲場での稽古は、どなたでも自由
に見学することができます。力士の力強い稽古の様子を、
ぜひ、ご覧ください。

【合宿期間】12月1日（月）～ 5日（金）
【稽古時間】午前8時～午前10時

※稽古時間は、変更になる場合があります。
【場所】市相撲場（飯野地区コミュニティセンター隣）
問市社会教育課市民体育係
☎35-2268
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写真：硫黄山（撮影：平成26年5月24日）

霧島山で最も若い火山です。火口周辺警報が発表され、
火口から約１㎞の範囲は入山規制となっています。

硫黄山 標高 1317 ｍ、韓国岳の北西に位置する火山。火口内には、煙道など
硫黄鉱山の跡が残されている。
参考文献：霧島火山、えびの高原周辺における最近 15,000 年間の活動史

（田島靖久、松尾雄一、庄司達也、小林哲夫 2014）


